
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

大神賢申（おおがみ けんしん）

ハヌマーン
サラマンダー

UGNチルドレンA

17

命令

双子

飢餓

裏切られた

高校生

男子

29

殺意

3
1
2
2

1
0
0
0

0
0
0
0

4
1
2
2

30
4
4
9
18

4 1
1 5

UGN
噂話

1
1

ワイヤーウィップ（如意棒）

コンボ
100↑

白兵
　　
白兵
白兵

4r+2
0

7r+2
11r+2

-

-
-

6

6
6

この武器を装備している間、他の武器は装備できない。

コンセ+音速攻撃（+両手剣）

0 0

触媒
大神良賢（おおがみ りょうけん） 好敵手（ライバル） 嫌悪

ワイヤーウィップ相当品の如意棒
ウエポンケース
噂好きの友人

UGN幹部

14 2

ワーディング

リザレクト

コンセ：ハヌマーン

音速攻撃

炎陣

蒼き悪魔

凍てつく刃

限界突破

★

0

2

3

1

5

5

1

★

-

1d10

2

2

2

3

3

3

オート

気絶時

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

視界

-

-

武器

至近

至近

視界

至近

シーン

自身

-

-

自身

自身

単体

自身

自動

自動

ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

白兵/射撃

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

80↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-LV

ダイス+LV個

ダメージロール直前に使用。カバーリングを行う。行動済みにならず、行動済みでも使用できる。1メインプロセス1回。

ガード宣言時に使用。あなたを攻撃してきたキャラクターに[LV×3]点のHPダメージを与える。1ラウンド1回まで。

あなた以外のキャラクターが行なうダメージロールの直前に使用。ダメージ+[1D+LV×3]する。1ラウンド1回まで。

そのラウンド間、「1ラウンド1回まで」のエフェクトをひとつ、1ラウンドに2回まで使用できる。どのエフェクトにするかはあなたが決定すること。1シナリオLV回。

【ロイス】
Dロイス：触媒
1「大神良賢」〇P好敵手（ライバル）/N嫌悪　唯一人の弟なんだ、好きに決まってんだろ。
✔2「谷さん」〇P尊敬/N警戒心　ちょっと緊張したけどいい人だった。
✔S3「悲涙の患者さん」〇P感謝/N悔悟　なにもできなかった、悔しさ。
✔4「蒼紅の薔薇症候群」〇P必ず解決する/N弟がジャーム化するかもしれない脅威　自分は最悪死んでも構わない、死ぬ気ねーけど。
✔5「アルラウネ」P執着/〇N絶対に許さない　よくも良賢に変な銃渡しやがって！
6「本」〇P好奇心/N隔意　心の安らぎ。本読むのも、勉強すんのも楽しい。

Dロイス候補：触媒

【その他メモ】
・「ヒヒ」「イヒヒ」と笑う→ウィキペディアの狒々参照
・趣味は小説を読むこと。よく図書室から本を借りている。ラノベから文学小説まで読書の幅は広い。国語と社会（歴史）の成績がいい。
・武器、データは両手剣なんですけど、「棍」を使ってることにしてもいいですか…？⇒ワイヤーウィップを如意棒にする！（相当品）

＜2/26　追記＞
・兄：白髪、弟：赤毛になったら、どっちの髪色で登校するかで喧嘩して、最終的に支部長に怒られてウィッグ（黒髪）になっても面白いなって思いました。
・兄が白髪、弟が赤毛になる場合、コードネームを「白髪の賢人＜シルバーバック＞」に変えるのもアリだなって思っています。

＜3/1　追記＞
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